
(1) 担当支部： 北九州支部 11990
分水嶺区分 2004年 11月 14日 (4)天候

（５）参加者氏名および会員番号
原広美 11990
中村昭彦 13991

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 平谷川峠 131 34 34 15 38.4 397 9:35
分水嶺到達点 平谷川峠少し下 131 34 34 15 43.2 368 9:40 B-3

Ｐ５００ 131 35 34 15 41.7 513 10:24 10:28 B-3
131 35 34 15 56.7 548 10:53 11:05 B-2

Ｐ６３０ 131 34 34 16 11.0 620 11:30 11:40 B-2

W588 物見岳 131 34 34 16 48.7 752 13:20 14:15 B-2
分水嶺離別点 Ｐ７４２ 131 34 34 16 39.6 742 14:19 14:20 B-2
歩行終了点 親睦バス停 131 33 34 17 21.2 233 15:35 B-1

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください 点名 等級 方位

Ｗ５８８ 物見岳 ２ 正常

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

国道２号下関～国道９号小郡～山口市～阿東町 親睦バス停車１台
平谷川峠Ｐ３９０～物見岳

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

2.8

38.2
42.8
5.4

57.5
40.2

（８）⑤（９）②

（８）④

（８）①
（８）③
（８）②

54.8

内籐正美

会員番号：原広美
(3)山行日：平谷川峠～W588物見ヶ岳

２名 ３名

重宗達夫 々

事務局整理記入欄 北九州－11
曇り

会友

①クロモジ　ヤブシキミ　イヌツゲ　アセビ　アケビが多く見られる

特記事項

地面より７センチぐらいしか出てなくて等級の文字が見えにくい

保存
状況

悪

⑤新山口幹線ＮＯ５８の中国電力の鉄塔あり

③阿東町側は伐採されたあと桧の幼木が広く植林されているが、山口側は雑木林
②イヌツゲがたくさんあるが野生動物が新芽を食べた後があり上に伸びきらず ３０センチくらいの高さで横にはびこっていた

　　　　　　　　①県道３３４引谷篠目線 　　　　　②山頂にて

４時間38分総歩行時間（休憩時間を除く）：

　 生活道路になっている

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

〃

長門峡
〃
〃
〃
〃

〃
〃 56.2

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

々原野幸雄

①平谷川沿いの道は２．５万図では１．５ｍになっているが、現在は３～７ｍ幅の県道３３４「引谷・篠目」線となって阿東町と山口を結ぶ

④山頂には以前無人雨量計の小屋があったが今は倒れて朽ちたままになっている
③新しい県道が出来たため　尾根筋を寸断しており分水嶺到達点がわかりにくかった
②境界線は数箇所古い村界標が残っている

   写真説明：　



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　県道　３３４引谷篠目線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山頂にて


